ひこぼし映画祭 コンペティション募集要項

福岡県では、日田彦山線沿線地域である福岡県東峰村・添田町（以下、「沿線地域」という。）の地域振興や活性化、関係人口・交流人口の拡大を目指すため、沿線地域で実施しているアーティスト・イン・レジデンス（AIR）事業において制作された楽曲を題材として、若手映画監督による短編映画作品を募集します。
応募作品は、事務局が指定するAIR楽曲を聴いて得たインスピレーションをもとに制作し、あわせて沿線地域に関する風景、文化、歴史、人、記憶、地名等の要素が作品に絡むものとします。
本コンペティションは、こうした作品を広く発表する機会を設けることにより、日田彦山線沿線地域の魅力発信につなげることを目的とするものです。
入選作品は、2026年12月6日（日）に東峰村で開催する「ひこぼし映画祭」において上映します。

第1条 主催
主催者は、日田彦山線沿線地域振興事業実行委員会事務局とする。

第2条 応募資格
（１）監督は、25歳以下でなければならない。
（２）制作チームの構成員のうち、半数以上は25歳以下でなければならない。
（３）応募は、個人又は団体のいずれによることもできる。
（４） 応募作品数に制限は設けない。ただし、応募は作品ごとに行わなければならない。

第3条 応募作品の条件
（1） 応募作品は、事務局が指定するAIR楽曲を1曲以上聴取し、当該楽曲から得たインスピレーションをもとに制作した作品でなければならない。
（２）応募作品には、前項の指定AIR楽曲を実際に使用しなければならない。
（３）応募作品は、新作又は既存作品のいずれでも差し支えない。また、既に上映、配信又
は公開等された作品についても応募することができるものとする。ただし、本コンペ
ティションの募集条件に適合するものに限る。
（４）応募作品の上映時間は、エンドクレジットを除いて10分以下とする。なお、エンド
クレジットは1分程度とする。
（５）作品の使用言語は問わない。ただし、主たる使用言語が日本語以外である場合は、日
本語字幕を付した作品を提出しなければならない。
（６）撮影地は問わないものとする。ただし、作品には、日田彦山線沿線地域に関する風景、
文化、歴史、人、記憶、地名等の要素が絡んでいなければならない。
(７)応募者は、応募に当たり、作品中のどの場面において日田彦山線沿線地域との関わり
が表現されているかについて、具体的に説明しなければならない。

第4条 AIR楽曲の利用条件
（1） 事務局が別途指定し、かつ、YouTube上で公開しているAIR楽曲については、本コンペティションへの応募作品に使用することができる。
（2） 前項の規定にかかわらず、暴力的な場面その他当該楽曲のイメージを著しく損なうと主催者が判断する場面における使用は、これを認めない。
（3） 応募者がAIR楽曲を編曲し、加工し、その他改変して使用しようとする場合は、あ
らかじめ事務局に相談し、その承認を受けなければならない。
(４)  AIR楽曲の利用に関する詳細は、事務局が別に定めるものとする。

第5条 応募方法
（１）	事務局が別途指定し、かつ、YouTube上で公開しているAIR楽曲については、本コ
ンペティションへの応募作品に使用することができる。
（２）	前項の規定にかかわらず、暴力的な場面その他当該楽曲のイメージを著しく損な
うと主催者が判断する場面における使用は、又は音楽家の著作人格権を著しく侵害
する場合はこれを認めない。
（３）	応募者は、AIR楽曲を使用する予定の場面について、使用する楽曲名及び場面の概
要を、事前応募の提出期限までに事務局に提出しなければならない。提出した内容に
変更が生じた場合は、事務局に相談しなければならない。
（４） 応募者がAIR楽曲を編曲し、加工し、その他改変して使用しようとする場合は、あ
らかじめ事務局に相談しなければならない。事務局は、著作権を有する音楽家に相談
した上で、当該改変の可否その他必要な対応を早急に応募者に通知するものとする。
（５） 事務局は、第３項に基づき提出された内容又は第４項に基づき相談された内容が第
２項に定める利用条件に適合しないおそれがあると認めるときは、応募者に対し、楽
曲の使用方法又は使用場面について、修正その他必要な対応を求める場合がある。応
募者は、当該求めがあった場合は、これに従わなければならない。

第6条 応募時の提出事項
応募者は、事前応募及び最終応募に当たり、それぞれ次に掲げる事項を提出しなければならない。
（１）事前応募においては、2026年10月28日（水）までに、主として次に掲げる事項を、主催者が別途指定する事前応募様式により提出しなければならない。

① 監督名
② チーム名（ある場合に限る。）
③ 代表者の連絡先
④ 使用したいAIR楽曲名
⑤ 現時点での作品のあらすじ
⑥ AIR楽曲を使用する場面
なお、前号に掲げるAIR楽曲を使用する場面は、現時点における案で差し支えなく、その内容を大きく変更することを妨げない。ただし、内容に変更が生じる場合は、音楽家との調整のため、あらかじめ事務局に電話で申し出なければならない。
（２）最終応募においては、2026年11月4日（水）までに、主として次に掲げる事項を、主催者が別途指定する所定の様式により提出しなければならない。
① 応募作品データ（YouTube上に限定公開でアップロードした動画の視聴用URL）
② 作品名
③ 監督名
④ チーム名（ある場合に限る。）
⑤ チーム構成員の氏名、年齢及び役割
⑥ 作品のあらすじ
⑦ 使用したAIR楽曲名
⑧ 日田彦山線沿線地域との関わりが表現されている場面の説明

第7条 応募期間
（１）　応募時における監督及びチーム構成員の年齢確認は、自己申告によるものとする。
（２） 入選作品の制作チームは、主催者が指定する期日までに、監督及び主催者が必要と認める構成員の年齢確認書類を提出しなければならない。
（３）確認の結果、応募条件を満たしていないことが判明した場合は、主催者は、入選又は受賞を取り消すことができる。

第8条 応募料
応募料は、無料とする。
 
第9条 入選作品の選出
（１）応募作品の事前審査は、主催者が別に定める審査員により行うものとする。
（２）主催者は、前項の審査に基づき、ひこぼし映画祭において上映する入選作品を選出す
る。
（３）入選作品数は定めないものとし、応募状況、審査結果その他の事情を踏まえ、主催者
が決定する。
（４）事前審査は、楽曲からの着想、ストーリー性及び独創性の観点から総合的に行うもの
とする。

第10条 審査結果の通知
審査結果は、11月中旬を目途として、応募時に登録された代表者連絡先に通知するものとする。あわせて、主催者は、必要に応じて、主催者ホームページその他の広報媒体においてこれを公表することができる。
第11条 入選作品の選出
入選作品は、2026年12月６日に東峰村で開催される「ひこぼし映画祭」において上映するほか、主催者が別に定める福岡市内の映画祭1件において上映することがある。

第12条 賞
（１）グランプリは、ひこぼし映画祭当日の観客投票により選出するものとし、受賞作品
には賞金5万円を贈呈する。
（２）作曲家賞は、主催者が委嘱する複数の作曲家審査員の審査により選出するものと
し、受賞作品には賞状及び町の特産品を贈呈する。
（３）東峰村賞は、東峰村民の審査により選出するものとし、受賞作品には賞状及び村の特
産品を贈呈する。
（４）添田町賞は、添田町民の審査により選出するものとし、受賞作品には賞状及び町の
特産品等を贈呈する。
（５）各賞は、同一作品が重複して受賞することを妨げないものとする。

第13条 映画祭り当日の参加
（１）入選作品の制作チームは、2026年12月6日に開催される「ひこぼし映画祭」に、
チームから1名以上参加しなければならない。
（２）正当な理由なく参加しない場合は、受賞を取り消すことがある。
（３）映画祭当日に参加する制作チームに対しては、交通費を実費の範囲内で支給するもの
とし、その上限はチーム全体で2万円とする。

第14条 入選後の提出物
（１）入選作品の制作チームは、主催者が指定する期日までに、上映用の高画質データ、
監督及び主催者が必要と認める構成員の年齢確認書類を提出しなければならない。（２）前項の上映用高画質データは、主催者が別に指定する方法により提出しなければな
らない。
（３）上映用高画質データのファイル形式は、原則としてMP4又はMOVとする。
（４）上映用高画質データの解像度は1920×1080ピクセル以上とし、映像コーデックは
H.264又はこれと同等以上の品質を有するものとする。
（５）上映用高画質データのビットレート等は、映像について10Mbpsから20Mbps程度を
推奨し、音声サンプルレートについては48kHzを推奨する。
（６）入選作品の制作チームは、主催者が広報等に使用するため、主催者が指定する期日
までに、次に掲げる資料を提出しなければならない。
① 作品スチール写真 3点程度
② 監督写真 1点
③ 作品紹介文
④ 作品ポスター画像（ある場合に限る。）
⑤ 予告編映像（９０秒程度、ある場合に限る。）
（７）主たる使用言語が日本語以外である入選作品の制作チームは、上映用高画質データに加え、日本語字幕付き素材その他主催者が必要と認める字幕関連資料を提出しなければならない。
（８）主催者は、上映会場の設備その他運営上必要があると認めるときは、前各項に定め
るもののほか、別途上映に必要な形式又は資料の提出を求めることができる。

第15条 著作権等
（１）応募作品の著作権は、応募者その他当該著作権を正当に有する者に帰属するものと
する。
（２）応募者は、主催者が本コンペティション、ひこぼし映画祭及び主催者が別に定める福岡市内の映画祭1件における上映その他運営に必要な範囲において、応募作品を無償で利用することを許諾するものとする。利用の範囲には、審査、上映、複製、字幕付与、広報、記録、報道機関への素材提供、ウェブサイト、YouTube、SNS、印刷物その他主催者が作成する広報媒体への掲載を含むものとする。なお、応募者は、当該利用を主催者に許諾するために必要な権利を有し、又は権利者から必要な許諾を得ているものとする。
（３）応募者は、応募作品に使用される映像、AIR楽曲以外の音楽、脚本、写真、美術、出演者肖像、原作その他一切の素材について、必要な権利処理及び許諾取得を自らの責任において完了しなければならない。
（４）応募作品について、第三者の権利侵害その他の問題が生じた場合は、応募者が自らの責任と負担においてこれを解決するものとし、主催者は一切の責任を負わない。
（５）応募者は、AIR楽曲を使用した応募作品について、日田彦山線沿線地域振興事業に関する広報、周知その他当該事業の目的の範囲内で利用することができる。この場合において、応募作品を動画として紹介し、又は共有するときは、原則として、福岡県がYouTubeに掲載した当該応募作品を使用するものとする。また、応募者が当該YouTube動画を自身のSNS等において紹介し、又は共有することを妨げない。
（６）応募者が前項の範囲で応募作品を利用しようとするときは、あらかじめ事務局にその旨を連絡するものとする。
（７）応募者が、日田彦山線沿線地域振興事業の範囲を超えて、AIR楽曲を使用した応募作品を利用しようとする場合は、あらかじめ事務局に相談しなければならない。これには、音楽家その他第三者のSNS等への応募作品の掲載、有償又は無償を問わない上映、他の映画祭若しくはコンペティションへの出品その他これらに類する利用を含むものとする。
（８）事務局は、前項に定める日田彦山線沿線地域振興事業の範囲を超える利用について相談があった場合は、当該AIR楽曲の音楽家その他必要な権利者に確認した上で、必要に応じて応募者と当該音楽家等との協議を行うことを含め、利用の可否その他必要な条件を応募者に通知するものとする。この場合、権利者の意向等により、JASRACその他の著作権管理団体が定める使用料規程等を参考に、利用料の支払いを求める場合がある。
（９）AIR楽曲の利用について、本条の定めと第4条又は第5条の定めが抵触するときは、第4条及び第5条の定めを優先するものとする。
第16条 失格事由等
主催者は、応募作品又は応募者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、当該応募作品を審査対象外とし、又は入選若しくは受賞を取り消すことができる。
(１) 本募集要項に定める応募資格、応募条件又は作品条件を満たしていないとき。
(２) 応募内容、提出書類その他の事項に虚偽の記載又は申告があったとき。
(３) 応募作品に使用された映像、音楽、写真、脚本、原作、出演者肖像その他一切の素材について、必要な権利処理又は許諾取得がなされていないとき。
(４) AIR楽曲の利用条件に違反したとき。
(５) 公序良俗に反し、又は法令に違反する内容が含まれているとき。
(６) 本映画祭の趣旨に著しく反すると主催者が判断したとき。
(７) 入選後又は受賞後に、主催者が指定する期限までに上映用素材、確認書類その他必
要書類を提出しないとき。
(８) 入選作品の制作チームが、2026年12月6日に開催される「ひこぼし映画祭」に正
当な理由なく参加しないとき。
(９) 主催者からの連絡に対し、相当期間応答がなく、映画祭運営に支障があると認めら
れるとき。

第17条 その他
（１）応募をもって、本募集要項に同意したものとみなす。
（２）審査結果に関する問い合わせには、応じない。
（３）主催者は、必要に応じて本要項を変更することができる。
（４）本要項の変更があった場合は、主催者が適当と認める方法により周知するものとする。
(５)その他ここにない事業については、事務局が指示する関係者で別途協議し決定するも
のとする。

問い合わせ先
日田彦山線沿線地域振興事業実行委員会事務局
（福岡県市町村・地域振興部市町村政策支援課　地域政策第４班内）
メールアドレス：hitahiko-zimukyoku@pref.fukuoka.lg.jp
電話番号：092-643-3180
